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　財団助成充当額   （円）

印刷製本費（論文集200部） 1,189,000 400,000

会場・会議費（4日間） 2,085,134 600,000

旅費（招待講演者の渡航・宿泊） 983,027

飲食・観光・アトラクション費用 4,045,998

消耗品・備品購入費 3,404,024

1,445,000

その他（消費税・業務管理費） 884,788

音響・装飾費用

✓



成 果 の 概 要 

                            報告者：西田 孝弘 

 

IIIAE（International Institute of Innovative Acoustic Emission）は、米国AEWG、欧州

EWGAE、および日本非破壊検査協会AE部会で構成される世界で初めてのAE（アコーステック・

エミッション）に関する国際学会組織である。今回の国際会議は、IIIAEの創設を記念して開

催されたものであり、前掲の3団体に携わるAE科学者、技術者が集い先端技術交流、国際規模

の連携プロジェクト深索、ひいてはAEによる非破壊検査技術の世界規格類を提案する場として

の役割を担う。 

これは、材料の亀裂の発生や進展などにより局所的に発生する弾性波であるAEの挙動や、こ

れを非破壊検査に応用した研究に関する学会であり、持続可能な社会基盤作りを最終的な目標

としている。初代会長には、社会インフラメンテナンスシステムのコア技術となるAEの世界的

権威であり、我が国の科学技術を総合的に牽引してきた岸輝夫先生（IIIAE初代会長、東京大

学名誉教授、新構造材料研究組合理事長、外務省科学技術顧問）に就任頂いた。 

本国際会議は、平成28年12月5日～平成28年12月9日（5日間）で開催した。受付登録、ウェ

ルカム・パーティー（12月5日）及びバンケット（12月7日18時～）は、リーガロイヤルホテル

京都で行い、開会式、会議そして閉会式（12月6日～8日）は、京都テルサで行った。会議にお

けるセッション数は21と多く設けた。これは、様々な分野におけるAEの研究成果を発表する機

会を提供するためである。主なカテゴリーとしては、AEおよび非破壊技術関連、産業、機械工

学、医療科学、都市工学、構造科学、地質工学、センサシステムおよび信号処理などである。

また、基調講演者として、3名の著名な先生方にご講演頂いた。1人目は、社会インフラメンテ

ナンスシステムの権威であり、内閣府参与、総合科学インフォメーション会議SIPプログラム

ディレクターの藤野陽三先生（横浜国立大学教授）である。「A New R&D program "Infrastru

cture maintenance, renovation and management” in Japan for Innovation in Infrastruc
ture Maintenance and Management（日本でのインフラ維持管理における技術革新に向けて 

新たなR&Gプログラム「インフラ保全、修繕そして維持管理」について）」と題してご講演頂

いた。2人目は、国際構造ヘルスモニタリング会議（IWSHM会議）の創設者であり、本航空宇宙

分野の牽引者のFu-Kuo Chang先生（スタンフォード大学教授）である。「Design of Autonomo

us System with Self-State Awareness and High Mobility（自己認知と高移動性による自律

システムの構造）」と題してご講演頂いた。3人目は、21世紀およびグローバルCOEの担当教授

を10年間にわたり務め、AE法や非破壊検査法の分野で世界的な権威者である大津政康先生（熊

本大学名誉教授、京都大学学際融合教育研究推進センターインフラシステムマネジメント研究

拠点ユニット特任教授）である。「Development of AE Measurements in Concrete and Evolu

tional Applications（コンクリートにおけるAE手法の発展および進展的適応）」と題してご

講演頂いた。また、研究発表の他に4つの組織によるミーティング（IIIAE実行委員会、日本非

破壊検査協会AE部R&T幹部委員会、国際AE学会諮問委員会、RILEM IAM部技術委員会）も同時に

行った。会議最終日には、閉会式の前に小一時間の討論会を設けた。そこでは、参加者らが口

角泡を飛ばす勢いの議論が行われた。 

参加者数は、182人（国内97人、国外85人）、参加国数は23か国である。発表数は100件（招



待講演者を含む）、ポスターセッションは12件であった。また、技術展示場も設け、その参加

団体は民間企業6社（土木系、機械系、センサ開発など）と研究機関は1機関であった。バンケ

ットでは、優秀論文に対して次のような表彰を行った。KISHINOUYE Award（1名）、IAES Pape

r Award（2編）、IIIAE Paper Award（2編）、IIIAE Prominent Paper Award（6編）およびAE

WG Student Award Competition-2016-Certificate of Appreciation（1名）である。また優秀

な講演発表者には閉会式にて次のように表彰した。IIIAE Outstanding Oral Presentation Aw

ard（3名）、JSNDI Outstanding Oral Presentation Award（1名）である。受賞した参加者に

とって、今後の研究への励みとなったと思われる。さらに最終日の12月9日は、Conference To

urのイベントを催した。これにより、京都の魅力を紹介するとともに、参加者同士の交流を促

進できた。 

今回のIIIAE国際会議の実施により、新たな世界規模のAE団他の環／和を構築し、医療、機

械、航空宇宙、建設など様々な分野でのAE科学に関する時宜的な先端技術をAEに携わるグルー

プや個人で共有することができた。これは、研究者らの知見を深め、技術向上や新たな研究へ

のモチベーションを上げる機会となる。また、海外の著名な研究者を招聘し、最先端技術に関

した議論を行うことができ、国内の研究者が今後の国際的な活動へと広げるための有意義な機

会を設けることができた。 

以上のように、本国際会議は成功裏に終わり、IIIAEにおける日本の立場を印象付けること

ができた。これは、AE科学・技術に関して、我が国が主導的な役割を担うことに繋がる。すな

わち、ISO規格などの国際標準提案が積極的かつ、円滑に審議・承認されることとなり、国益

の寄与に役立つと考える。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

【参加人数・参加国】 国内 97人、国外 85人 ： 参加国数 23ヵ国 



 



【会場の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  


